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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

    

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結
累計期間

第53期

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成23年
６月30日

自平成23年
10月１日
至平成24年
６月30日

自平成22年
10月１日
至平成23年
９月30日

売上高（千円） 5,208,4575,399,4316,630,128

経常利益（千円） 345,096 135,200 216,192

四半期（当期）純利益（千円） 565,945 133,278 197,550

四半期包括利益又は包括利益（千円） 567,738 129,454 201,760

純資産額（千円） 6,283,8266,009,2365,917,731

総資産額（千円） 10,470,91710,198,63310,090,171

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
74.55 17.56 26.02

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 60.0 58.9 58.6

　

回次
第53期

第３四半期連結
会計期間

第54期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額又は四半

期純損失金額（△）（円）
6.29 △11.55

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

　　　　　　りません。

　　　　４．第53期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　　　　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（コーアツ工業株式会社）、子会社２社により構成されてお

り、建設事業、コンクリート製品事業、不動産賃貸事業を主たる業務としております。

当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更は、概ね次のとおりであります。　

<建設事業>

主な事業内容の変更はありません。

<コンクリート製品事業>

主な事業内容の変更はありません。

<不動産賃貸事業>

主な事業内容の変更はありません。

<その他>

平成22年12月27日付にて食品事業を営んできた連結子会社霧島横川酒造株式会社の全株式を譲渡したことに伴

い「食品事業」の重要性がなくなったことにより、第１四半期連結累計期間から、食品事業を行っております「さ

つま郷本舗株式会社」は、その他に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響により悪化した景気が、生産活動及び個人

消費の回復により、景気持ち直しが見られるものの、円高の進行、海外景気の回復ペースの鈍化など輸出環境の悪化影

響を受け、景気の先行きは不透明な状況であります。

　建設業界におきましては、東日本大震災の復旧・復興事業や耐震補強事業等を除けば、公共事業は依然として低水準

で推移しており、厳しい受注環境が続いております。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は当期経営基本方針として「全社員一丸となり事

業採算性の意識を持った業務により収益性のある企業を目指す。」を掲げ、鋭意努力してまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、53億99百万円と前年同四半期に比し１億90百万円（3.7％増）増

加しました。経常損益は工事原価の圧縮、販売費及び一般管理費の削減に努めてまいりましたが、経常利益１億35百万

円と前年同四半期に比し２億９百万円（60.8%減）減益となりました。四半期純利益は１億33百万円と関係会社株式

売却益の計上があった前年同四半期に比し４億32百万円（76.5%減）減少しました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。　　　

ａ.建設事業　

　当第３四半期連結累計期間における建設事業の完成工事高は、43億34百万円（前年同四半期比1.0%増）となり

ました。主な完成工事は、鹿児島県　街路工事（東餅田２１－１工区）４億18百万円(うち当連結累計期間完成工

事高34百万円)、鹿児島県　県単道路整備（交付金）工事（有川２２－１工区）３億42百万円(うち当連結累計期

間完成工事高１億44百万円)等であります。工事利益率の悪化により営業利益は３億47百万円（前年同四半期比

36.7%減）となりました。　　 

ｂ.コンクリート製品事業

　当第３四半期連結累計期間におけるコンクリート製品事業の売上高は、９億50百万円（前年同四半期比25.6%

増）となりました。自社製品売上高の減少により営業利益は15百万円（前年同四半期比56.6%減）となりまし

た。

c.不動産賃貸事業

　当第３四半期連結累計期間における不動産賃貸事業の売上高は、94百万円（前年同四半期比18.1%減）となり

ました。売上高の減少により営業利益は39百万円（前年同四半期比16.1%減）となりました。

　

（２）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は101億98百万円で、前連結会計年度末に比し１億８百万円増加しまし

た。主な要因は建物等の有形固定資産が92百万円、販売用不動産が40百万円減少した一方、現金預金が１億64百万円、

受取手形・完成工事未収入金等が１億40百万円増加したことによるものであります。 

　負債は41億89百万円で、前連結会計年度末に比し16百万円増加しました。主な要因は長期借入金が２億41百万円、賞

与引当金が39百万円減少した一方、支払手形・工事未払金等が４億67百万円増加したことによるものであります。　

　純資産は60億９百万円で、前連結会計年度末に比し91百万円増加しました。主な要因は利益剰余金の増加額95百万円

によるものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,400,000

計 30,400,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,600,000 7,600,000

大阪証券取引所

（市場第二部）

福岡証券取引所

単元株式数　

1,000株　

計 7,600,000 7,600,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 7,600,000 － 1,319,000 － 1,278,500

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　10,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　7,575,000 7,575 －

単元未満株式 普通株式　　 　15,000 － －

発行済株式総数 7,600,000 － －

総株主の議決権 － 7,575 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式90株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

コーアツ工業株式

会社

鹿児島市伊敷

５丁目17-5
10,000 － 10,000 0.13

計 － 10,000 － 10,000 0.13
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

退任役員　

役名 職名 氏名 退任年月日

常務取締役 管理本部長 遠矢　幸一 平成24年５月31日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 978,198 1,142,266

受取手形・完成工事未収入金等 1,191,693 1,332,428

販売用不動産 136,329 96,118

未成工事支出金 148,922 200,546

商品及び製品 156,593 151,451

仕掛品 5,596 4,228

材料貯蔵品 37,711 26,192

その他 150,811 66,696

貸倒引当金 △887 △3,313

流動資産合計 2,804,970 3,016,615

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,325,036 1,277,966

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 279,662 230,897

土地 4,316,018 4,316,018

建設仮勘定 4,259 7,659

有形固定資産合計 5,924,976 5,832,542

無形固定資産 13,019 33,730

投資その他の資産

投資有価証券 966,322 958,180

その他 645,566 628,700

貸倒引当金 △264,683 △271,135

投資その他の資産合計 1,347,205 1,315,745

固定資産合計 7,285,201 7,182,018

資産合計 10,090,171 10,198,633
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,264,340 1,731,342

短期借入金 314,900 340,613

未払法人税等 21,729 17,229

未成工事受入金 343,590 332,129

完成工事補償引当金 5,200 4,900

工事損失引当金 18,300 11,500

賞与引当金 75,507 36,115

その他 668,784 513,820

流動負債合計 2,712,352 2,987,650

固定負債

長期借入金 1,381,485 1,139,597

その他 78,602 62,150

固定負債合計 1,460,087 1,201,747

負債合計 4,172,439 4,189,397

純資産の部

株主資本

資本金 1,319,000 1,319,000

資本剰余金 1,278,500 1,278,500

利益剰余金 3,306,362 3,401,691

自己株式 △3,243 △3,243

株主資本合計 5,900,618 5,995,947

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,112 13,288

その他の包括利益累計額合計 17,112 13,288

純資産合計 5,917,731 6,009,236

負債純資産合計 10,090,171 10,198,633
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 5,208,457 5,399,431

売上原価 4,323,874 4,732,949

売上総利益 884,582 666,482

販売費及び一般管理費 545,992 536,181

営業利益 338,589 130,301

営業外収益

受取利息 172 194

受取配当金 5,761 5,797

受取賃貸料 6,526 5,886

補助金収入 15,595 12,818

その他 11,204 5,873

営業外収益合計 39,258 30,570

営業外費用

支払利息 29,090 22,527

その他 3,661 3,143

営業外費用合計 32,751 25,670

経常利益 345,096 135,200

特別利益

固定資産売却益 20,700 －

関係会社株式売却益 222,629 －

特別利益合計 243,330 －

特別損失

固定資産除却損 － 199

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,709 －

特別損失合計 16,709 199

税金等調整前四半期純利益 571,717 135,001

法人税、住民税及び事業税 15,422 14,074

法人税等調整額 △9,649 △12,352

法人税等合計 5,772 1,722

少数株主損益調整前四半期純利益 565,945 133,278

四半期純利益 565,945 133,278
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 565,945 133,278

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,792 △3,824

その他の包括利益合計 1,792 △3,824

四半期包括利益 567,738 129,454

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 567,738 129,454

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

  
前連結会計年度

（平成23年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 － 3,035千円

　

　　

（四半期連結損益計算書関係）

売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）　

　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第２四半期連結

会計期間に集中しているため、第２四半期連結会計期間に多く計上される季節的変動要因がありますが、工事進行

基準適用工事の増加に伴い、工事進行基準に基づく売上高が工事の進捗度に応じて分散して計上される割合が高

まっているため、季節的変動は軽減される傾向にあります。

　

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 169,912千円 161,759千円

　

　　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　生
　日

配当の原資 　

平成22年12月22日

定時株主総会
普通株式 37,958 5.0

平成22年

９月30日

平成22年

12月24日

利益剰余金

　
　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　生
　日

配当の原資 　

平成23年12月22日

定時株主総会
普通株式 37,949 5.0

平成23年　

９月30日

平成23年

12月26日

利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント 　

調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）３　

建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産賃貸
事業　

計

その他
（注）１

　

売上高   　     

外部顧客への売上高 4,293,581756,940114,9685,165,49042,966 － 5,208,457
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 96,794 803 97,5982,227△99,825 －

計 4,293,581853,735115,7725,263,08945,193△99,8255,208,457

セグメント利益 548,57036,03847,653632,262△13,919△279,752338,589

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業等を含んでおります。

2.セグメント利益調整額△279,752千円は、セグメント間取引消去△26千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△279,726千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費等であります。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年10月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント 　

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３　

建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産賃貸
事業　

計

その他
（注）１

　

売上高   　     

外部顧客への売上高 4,334,613950,46294,1925,379,26820,162 － 5,399,431
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 149,557 983 150,5413,015△153,556 －

計 4,334,6131,100,02095,1755,529,80923,178△153,5565,399,431

セグメント利益 347,08715,62639,986402,700△2,350△270,048 130,301

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業等を含んでおります。

2.セグメント利益調整額△270,048千円は、セグメント間取引消去３千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△270,052千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費等であります。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。　

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項　

　前連結会計年度において、セグメント情報におけるセグメント区分は「建設事業」「コンクリート製品事

業」「不動産賃貸事業」「食品事業」に区分しておりましたが、「食品事業」は重要性がなくなったこと

により「その他」に含めております。

　なお、前第３四半期連結累計期間の報告セグメント情報は、変更後の報告セグメントに基づき作成してお

ります。　　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 74円55銭 17円56銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 565,945 133,278

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 565,945 133,278

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,590 7,589

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２４年８月１０日

コーアツ工業株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　政治　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹之内 髙司 　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーアツ工業株式

会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コーアツ工業株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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